
標記について、下記のとおり提出します。
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・英検準２級以上の合格者を70％以上、２級以上の合格者を30％以上にする。
・GTEC for Students（スピーキングあり）のGrade５以上の生徒を50％以上にする。

３年目

前年度に決定した取組みの実行と改善（４月～）、英検・ＩＣＴ教育先進校視察（各学期１回）、イマージョンプロ
グラム（各学期１回）、キャリア教育(講演会等)、英語科の代表による公開授業での実践発表と研究協議（７月・11
月）、ロンドン語学研修（８月３週間）、モチベーションを高めるための学内ディベート大会の開催(高１・高２)、
イマージョンプログラムの実施、高３生は、６月10月の英検受験も推奨。ＧＴＥＣ全員受験（12月）、英検対策（12
月～１月）、英検全員受験（１月）、ＧＴＥＣと英検の合否内容の分析と情報共有（３月）、英語科チームによる英
検対策及びＩＣＴ活用状況に対する評価、生徒による取組みへの評価(授業アンケートやフォーサイト手帳による振り
返り)を実施し、次年度以降に向けた取組みの決定と事業の総括（３月）

取組みの
主担・実施者

 取組みの主担：英語力向上推進チーム
 取組みの実施者：英語科の教員全員

成
果
の
検
証
方
法

と
評
価
指
標

初年度
・平成28年度の新入生を３年間の検証の対象とする。
・英検準２級以上の合格者を30％以上にする。

２年目
・英検準２級以上の合格者を50％以上にする。
・GTEC for Students（スピーキングあり）のGrade ４以上の生徒を50％以上にする。

３年目

取
組
み
の
概
要

導入・整備する
設備・物品

iPad mini 16GB 75台、タブレット収納保管庫２台、iPad管理用にMac Book air １台

取
組
内
容

前年度

英語の授業時間数は週８時間(Team Teaching含む)。27年度からは習熟度別クラスでの授業実施。英検受験を奨励し、
希望者が受験する(６月、１月)。直前には、英検対策も実施し、英検スタディギアも推奨。(準２級以上の受験率は約
７%、合格率は約30%でここ数年向上せず) GTECは全員受験。希望者にはアイルランド語学研修（夏期２週間）、カナ
ダ留学（１年間）、オーストラリア留学（３カ月）を実施し、オーストラリアより留学生も受け入れ。

初年度

ＧＴＥＣ全員受験（７月）、教科でのＩＣＴ導入方法の詳細の検討（～８月）、英検・ＩＣＴ教育先進校視察（２学
期より学期ごとに１回）、イマージョンプログラム（２学期より学期ごとに１回）、キャリア教育（年12回、トビタ
テ留学JAPANや国連でのボランティア経験のある現役大学生など英語を使って活躍している方による講演会など）、機
器使用に向けた教員研修（８月）ロンドン語学研修（８月３週間）、wi‐fi設置、iPad購入、スタディサプリ導入
（９月～）、英語力向上推進チームによる公開授業での実践発表と研究協議（11月）、英検対策（スタディサプリ・
スタディギアの活用、対策授業など、12月～１月）、英検全員受験（１月）、ＧＴＥＣと英検の合否内容の分析と情
報共有（３月）、英語科チームによる英検対策及びＩＣＴ活用状況に対する評価、生徒による取組みへの評価(授業ア
ンケートやフォーサイト手帳による振り返り)を実施し、次年度に向けた取組みの決定（３月）

２年目

前年度に決定した取組みの実行と改善（４月～）、英検・ＩＣＴ教育先進校視察（各学期１回）、イマージョンプロ
グラム（各学期１回）、キャリア教育(講演会等)、英語科の代表による公開授業での実践発表と研究協議（７月・11
月）、ロンドン語学研修（８月３週間）、モチベーションを高めるための学内ディベート大会の開催(高１・高２)、
イマージョンプログラムの実施。ＧＴＥＣ全員受験（12月）、英検対策（12月～１月）、英検全員受験（１月）、Ｇ
ＴＥＣと英検の合否内容の分析と情報共有（３月）、英語科チームによる英検対策及びＩＣＴ活用状況に対する評
価、生徒による取組みへの評価(授業アンケートやフォーサイト手帳による振り返り)を実施し、次年度に向けた取組
みの決定（３月）

学校番号

　計画名  「トビタテ、金蘭Ladies!」

２．事業計画の具体的内容

学校経営計画の
中期的目標

１　確かな学力の育成（授業が自慢の金蘭づくり）
　　(3)生徒が興味関心を持ち、自主的に取り組める学習
　　　ＩＣＴの活用や中学の７つの習慣Ｊ、高校での教養講座など、指導方法の工夫改善を行う
※保護者アンケートで、生徒の興味関心を深め、学習意欲を高める取り組みをしているとの肯定回答を28年度は95%
  にする。(25年85%)

事業目標

・英語力の強化を図り、３年間でⅡ類での英検２級以上の合格者の割合を30％以上（現高３は９％）、準２級以上の
　合格者の割合を70％以上（現高３は19％）にする。そのためにはＩＣＴを積極的に活用し、生徒の意欲的な学習態
　度を育てる必要がある。
・「スタディサプリENGLISH(リクルート)」などを活用し、「一人ひとりの弱点を洗い出し、基礎を固め」、「聞き
　取れない原因を診断、解決」、そして「家庭学習でも話す力、聴く力を育成」することにより、英語の４技能の伸
　長を図る。またそのために一人ひとりの学習状況を把握し、適確な指導を行う。
・更に国際理解教育、キャリア教育、語学研修、留学を通し、「自分も社会に貢献する」「社会に貢献するには英語
　が不可欠」という認識を生徒の中に定着させ、英語学習への動機づけとする。これらの取組みにより積極的かつ主
　体的に英語学習に取り組む環境を作り成果を出し、Ⅰ類(他コース)へも広げていく。

実施課程名  全日制の課程　Ⅱ類（看護進学コース・特別進学コース） 平成28年度の新入生から対象とする

取り組む課題  英語教育の充実

評価指標
 ・英検２級以上の合格者の割合の向上
 ・GTEC for Students （スピーキングあり）におけるGrade 5以上の生徒の割合の向上

　金蘭会高等学校

学校経営推進費　事業計画書

１．事業計画の概要



３．事業費

円

積算内訳

番号 1年目2年目3年目

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2
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1

2

3

1

2

3

1
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1
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1

2

3

4

5

6

7

8

¥304,920

¥180,900

¥325,620

¥3,426,300

¥397,008

¥110,052

¥4,844,800

2 ¥100,000

3

67

67

75

2

1

英検、ＩＣＴ教育先進校視察（３回×３名）

１年目：高１ スタディサプリ補助費（１人300円×９カ月）

ロイロノート・スクールライセンス購入（１人500円×９カ月）

iPad mini

タブレット収納保管庫

MacBook Air

¥101,640

¥2,700

¥4,860

¥45,684

¥198,504

¥110,052

小計

小計

９　工事請負費

小計

８　備品購入費

小計

７　使用料
    及び賃借料

６　委託料

小計

小計

５　役務費

小計

４　維持需用費

小計

３　消耗需用費

小計

２　旅費

事業費総額 4,844,800

積
算
内
訳

小計

¥4,844,800合計

10　負担金・補助
　　及び交付金

科目（節） 内訳 単価 数量 金額

１　報償費

イマージョンプログラム講師料（各学期１回） ¥50,000


